
(57)【要約】

【課題】消費電力を節減し画質を向上させる液晶表示パ

ネルを提供する。

【解決手段】ゲート・データラインの交差部に形成され

た薄膜トランジスタ、トランジスタに接続された画素電

極を含む液晶セル、データラインとその左右に隣接した

画素電極間に形成された第１・第２寄生キャパシタを備

え、液晶セルは左・右に隣接したデータラインと接続さ

れるトランジスタを有する液晶セルからなる第１・第２

水平ラインを有し、画素電極はトランジスタの形成位置

と対角をなす位置に形成される溝を有し、溝は第１・第

２水平ラインでデータラインの左・右側の画素電極に形

成され、第１水平ラインでデータラインとその右側画素

電極はデータラインと同一極性の画素信号を、左側画素

電極はデータラインと反対極性の画素信号を、第２水平

ラインでデータラインの左側画素電極はデータラインと

同一極性の画素信号を、右側画素電極はデータラインと

反対極性の画素信号を充電する。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン の 交 差 部 に 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 そ の 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 を 含 む 液 晶 セ ル と 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン と そ の 左 側 に 隣 接 し
た 画 素 電 極 の 間 に 形 成 さ れ た 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ と 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン と そ の 右 側 に 隣 接
し た 画 素 電 極 の 間 に 形 成 さ れ た 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ を 備 え 、
　 前 記 液 晶 セ ル は 、 左 側 に 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン と 接 続 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る
液 晶 セ ル か ら な る 第 １ 水 平 ラ イ ン と 、 右 側 に 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン と 接 続 さ れ る 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ を 有 す る 液 晶 セ ル か ら な る 第 ２ 水 平 ラ イ ン と を 具 備 し 、
　 前 記 画 素 電 極 は 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ る 位 置 と 対 角 を な す 位 置 に 形 成 さ れ
る 溝 を 具 備 し 、
　 前 記 溝 は 、 前 記 第 １ 水 平 ラ イ ン で は 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 左 側 の 画 素 電 極 に 形 成 さ れ 、 前
記 第 ２ 水 平 ラ イ ン で は 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 右 側 の 画 素 電 極 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ 水 平 ラ イ ン に お い て 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン と そ の 右 側 の 画 素 電 極 は 前 記 デ ー タ ラ
イ ン と 同 一 極 性 の 画 素 信 号 を 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 左 側 の 画 素 電 極 は 前 記 デ ー タ ラ イ ン と
反 対 極 性 の 画 素 信 号 を そ れ ぞ れ 充 電 す る よ う に 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 水 平 ラ イ ン に お い て 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 左 側 の 画 素 電 極 は 前 記 デ ー タ ラ イ ン
と 同 一 極 性 の 画 素 信 号 を 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 右 側 の 画 素 電 極 は 前 記 デ ー タ ラ イ ン と 反 対
極 性 の 画 素 信 号 を そ れ ぞ れ 充 電 す る よ う に 形 成 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 左 側 に 形 成 さ れ た 溝 の 長 さ と 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 右 側 に 形 成 さ れ
た 溝 の 長 さ は 同 一 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 水 平 ラ イ ン と 前 記 第 ２ 水 平 ラ イ ン は 、 少 な く と も １ 水 平 ラ イ ン 単 位 に 交 番 し て
配 置 さ れ た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 わ り 、 特 に 、 消 費 電 力 を 節 減 す る と 共 に 画 質 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 液 晶 表 示 パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 電 界 を 利 用 し て 誘 電 異 方 性 を 有 す る 液 晶 の 光 透 過 率 を 調 節 す る こ と で
画 像 を 表 示 す る よ う に な る 。 こ の た め に 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 セ ル が マ ト リ ッ ク ス 形 態
に 配 列 さ れ た 液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル を 駆 動 す る た め の 駆 動 回 路 と を 具 備 す る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 液 晶 セ ル が 画 素 信 号 に よ り 光 透 過 率 を 調 節 す る こ と で 画 像 を 表 示 す
る よ う に な る 。 駆 動 回 路 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の ゲ ー ト ラ イ ン を 駆 動 す る た め の ゲ ー ト ・ ド
ラ イ バ ー と 、 デ ー タ ラ イ ン を 駆 動 す る た め の デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー と 、 ゲ ー ト ・ ド ラ イ バ ー
及 び デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー に タ イ ミ ン グ 制 御 信 号 と 画 素 デ ー タ を 供 給 す る タ イ ミ ン グ 制 御 部
と 、 電 源 電 圧 を 供 給 す る 電 源 部 と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 具 体 的 に 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 液 晶 セ ル (Clc)が マ ト リ ッ ク ス 形 態 で
配 列 さ れ た 液 晶 表 示 パ ネ ル (２ )と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル (２ )の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)を
駆 動 す る た め の ゲ ー ト ・ ド ラ イ バ ー （ ４ ） と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル (２ )の デ ー タ ラ イ ン (DL１
乃 至 DLm)を 駆 動 す る た め の デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (６ )と を 具 備 す る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ に お い て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル (２ )は 、 ｎ 個 の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)と ｍ 個 の デ
ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm)の 交 差 に よ り 定 義 さ れ る 領 域 ご と に 形 成 さ れ て マ ト リ ッ ク ス 形
態 に 配 列 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)と 液 晶 セ ル (Clc)と を 具 備 す る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
(TFT)は 、 ゲ ー ト ラ イ ン (DL１ 乃 至 GLn)か ら の ス キ ャ ン 信 号 に 応 答 し て デ ー タ ラ イ ン (DL１
乃 至 DLm)か ら の 画 素 信 号 を 液 晶 セ ル (Clc)に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 液 晶 セ ル (Clc)は 、 液 晶 を 間 に 置 い て 対 面 す る 共 通 電 極 と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ
た 画 素 電 極 を 含 め て 等 価 的 に は 液 晶 容 量 キ ャ パ シ タ (Clc)で 表 示 さ れ る 。 ゲ ー ト ・ ド ラ イ
バ ー （ ４ ） は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 （ ８ ） か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 に 応 答 し て ゲ ー ト ラ イ ン (G
L１ 乃 至 GLn)に 順 次 供 給 さ れ る ス キ ャ ン 信 号 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー （ ６ ） は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 （ ８ ） か ら の デ ー タ 制 御 信 号 に 応 答 し
て タ イ ミ ン グ 制 御 部 (８ )か ら の 画 素 デ ー タ を ア ナ ロ グ 画 素 信 号 に 変 換 す る 。 こ の 場 合 、 デ
ー タ ・ ド ラ イ バ ー (６ )は 、 ガ ン マ 電 圧 発 生 部 (図 示 し な い )か ら 供 給 さ れ る ガ ン マ 電 圧 を 利
用 し て 画 素 デ ー タ を 画 素 信 号 に 変 換 す る 。 そ し て 、 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (６ )は 、 変 換 さ れ
た 画 素 信 号 を ゲ ー ト ラ イ ン (GL)に ス キ ャ ン 信 号 が 供 給 さ れ る 度 に デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 D
Lm)に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 (８ )は 、 入 力 さ れ る 垂 直 同 期 信 号 及 び 水 平 同 期 信 号 等 を 利 用 し て ゲ ー
ト 制 御 信 号 と デ ー タ 制 御 信 号 を 発 生 し て ゲ ー ト ・ ド ラ イ バ ー (４ )及 び デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー
（ ８ ） の タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 (８ )は 、 入 力 さ れ る 画 素 デ ー タ
を 整 列 し て デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (６ )に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 の 劣 化 を 防 止 す る と 共 に 表 示 品 位 を 向 上 さ せ る た め に
、 液 晶 表 示 パ ネ ル を イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 で 駆 動 す る 。 イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 と し て
は 、 フ レ ー ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 (Frame　 Inversion　 Systwm)、 ラ イ ン (コ ラ ム )・ イ ン
バ ー ジ ョ ン 方 式 (Line(Column)　 Inversion　 System)、 そ し て ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方
式 (Dot　 Inversion　 System)が 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 フ レ ー ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 は 、 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ に 図 示 す る よ う に 、 液 晶 セ ル
の 極 性 が １ フ レ ー ム の 間 で は 同 一 で 、 フ レ ー ム ご と に 反 転 さ れ る よ う に す る 。 こ の よ う な
フ レ ー ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 は 、 フ レ ー ム 単 位 に フ リ ッ カ が 発 生 さ れ る 問 題 点 が あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ラ イ ン ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 は 、 液 晶 セ ル の 極 性 が 、 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に 図 示 す る
よ う に 、 １ 水 平 ラ イ ン の 間 で は 同 一 で 、 水 平 ラ イ ン ご と に 、 そ し て フ レ ー ム ご と に 反 転 さ
れ る よ う に す る 。 こ の よ う な ラ イ ン ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 式 は 、 水 平 方 向 の 液 晶 セ ル 間
の ク ロ ス ト ー ク が 存 在 す る こ と に よ り 、 水 平 縞 模 様 パ タ ー ン に フ リ ッ カ が 発 生 さ れ る 問 題
点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 コ ラ ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 は 、 液 晶 セ ル の 極 性 が 、 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ に 図 示 す る
よ う に 、 １ コ ラ ム ラ イ ン の 間 で は 同 一 で 、 コ ラ ム ラ イ ン ご と に 、 そ し て フ レ ー ム ご と に 反
転 さ れ る よ う に す る 。 こ の よ う な コ ラ ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 式 は 、 垂 直 方 向 の 液 晶 セ
ル 間 の ク ロ ス ト ー ク が 存 在 す る こ と に よ り 、 垂 直 縞 模 様 パ タ ー ン に フ リ ッ カ が 発 生 さ れ る
問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 は 、 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ に 図 示 す る よ う に 、 液 晶 セ ル の
極 性 が 水 平 及 び 垂 直 方 向 に 隣 接 す る す べ て の 液 晶 セ ル と 相 反 さ れ て 、 フ レ ー ム ご と に 反 転
さ れ る よ う に す る 。 こ の よ う な ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 は 、 垂 直 及 び 水 平 方 向 に
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隣 接 し た 液 晶 セ ル の 間 に 発 生 さ れ る フ リ ッ カ が 相 互 相 殺 さ れ る こ と で 、 他 の イ ン バ ー ジ ョ
ン 方 法 に 比 べ て す ぐ れ た 画 質 の 画 像 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し 、 ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 式 は 、 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー か ら デ ー タ ラ イ ン に
供 給 さ れ る 画 素 電 圧 信 号 の 極 性 が 水 平 及 び 垂 直 方 向 に 反 転 さ れ る の で 他 の イ ン バ ー ジ ョ ン
方 法 に 比 べ て 画 素 信 号 の 変 動 量 、 す な わ ち 画 素 信 号 の 周 波 数 が 大 き い た め に 消 費 電 力 が 大
き い と す る 短 所 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 消 費 電 力 を 節 減 す る と 共 に 画 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 液
晶 表 示 パ ネ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ
イ ン の 交 差 部 に 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 そ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ た 画 素
電 極 を 含 む 液 晶 セ ル と 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン と そ の 左 側 に 隣 接 し た 画 素 電 極 の 間 に 形 成 さ れ
た 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ と 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン と そ の 右 側 に 隣 接 し た 画 素 電 極 の 間 に 形 成 さ
れ た 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ を 備 え 、 前 記 液 晶 セ ル は 、 左 側 に 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン と 接 続 さ
れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 液 晶 セ ル か ら な る 第 １ 水 平 ラ イ ン と 、 右 側 に 隣 接 し た デ ー
タ ラ イ ン と 接 続 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 液 晶 セ ル か ら な る 第 ２ 水 平 ラ イ ン と を 具
備 し 、 前 記 画 素 電 極 は 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ る 位 置 と 対 角 を な す 位 置 に 形 成
さ れ る 溝 を 具 備 し 、 前 記 溝 は 、 前 記 第 １ 水 平 ラ イ ン で は 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 左 側 の 画 素 電
極 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 水 平 ラ イ ン で は 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 右 側 の 画 素 電 極 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ 水 平 ラ イ ン に お い て 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン と そ の 右 側 の 画 素 電 極 は 前 記 デ ー タ ラ イ
ン と 同 一 極 性 の 画 素 信 号 を 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 左 側 の 画 素 電 極 は 前 記 デ ー タ ラ イ ン と 反
対 極 性 の 画 素 信 号 を そ れ ぞ れ 充 電 す る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 水 平 ラ イ ン に お い て 、 前
記 デ ー タ ラ イ ン の 左 側 の 画 素 電 極 は 前 記 デ ー タ ラ イ ン と 同 一 極 性 の 画 素 信 号 を 、 前 記 デ ー
タ ラ イ ン の 右 側 の 画 素 電 極 は 前 記 デ ー タ ラ イ ン と 反 対 極 性 の 画 素 信 号 を そ れ ぞ れ 充 電 す る
よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 消 費 電 力 減 少 の た め に 液 晶 セ ル が デ ー タ ラ イ ン に 沿 っ て ジ グ ザ グ 型 に 配 列 さ れ た 本 発 明
に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 画 素 電 極 に 溝 を 形 成 し て デ ー タ ラ イ ン と 左 右 側 画 素 電 極 と の 間
に 形 成 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )と の 間 の 容 量 偏 差 を 最 小 化 で き
る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ
タ (Cdp１ 、 Cdp２ )と の 間 の 容 量 偏 差 に よ る 垂 直 ク ロ ス ト ー ク 現 象 と と も に 非 対 称 光 漏 れ を
最 小 化 し て 画 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 説 明 す る の に 先 立 っ て 本 発 明 の 直 接 的 な 技 術 背 景 に な る
液 晶 表 示 装 置 を 見 る 事 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 セ ル を 交 流 駆 動 し て 液 晶 劣 化 を 防 止 し な が ら も 画 質 を 向 上 さ せ る
た め に ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 を 主 に 採 用 す る 。 し か し 、 ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ
ン 駆 動 方 法 は 、 液 晶 セ ル 単 位 で 画 像 信 号 の 極 性 を 反 転 さ せ な け れ ば な ら な い の で 画 素 信 号
の 変 動 量 が 大 き く な る よ う に な っ て 消 費 電 力 が 大 き い と い う 問 題 点 を 抱 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 法 の 大 き い 消 費 電 力 問 題 を 解 決 す る た め に 、
デ ー タ ラ イ ン を コ ラ ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 に 駆 動 し な が ら 液 晶 セ ル を ド ッ ト ・ イ ン バ ー
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ジ ョ ン 方 式 で 駆 動 で き る 液 晶 表 示 装 置 と そ の 駆 動 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 （ 以 下 、 "Z-イ ン バ ー ジ ョ ン 液 晶 表 示 装 置 ″ と 言 う
） を 図 示 し た も の で あ る 。 図 ６ に 図 示 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 セ ル マ ト リ ッ ク ス を 持
つ 液 晶 表 示 パ ネ ル (１ ２ )と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル (１ ２ )の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)を 駆 動
す る た め の ゲ ー ト ・ ド ラ イ バ ー (１ ４ )と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル (１ ２ )の デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃
至 DLm+１ )を 駆 動 す る た め の デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )と 、 ゲ ー ト ・ ド ラ イ バ ー (１ ４ )及
び デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )を 制 御 す る た め の タ イ ミ ン グ 制 御 部 (１ ８ )と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル (１ ２ )は 、 ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)と デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm+１
)の 交 差 に よ り 定 義 さ れ る 領 域 ご と に 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)と 、 画 素 電 極 (PXL
)を 含 む 液 晶 セ ル と を 具 備 す る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)は 、 ゲ ー ト ラ イ ン (GL)か ら の ス キ
ャ ン 信 号 に 応 答 し て デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm+１ )か ら の 画 素 信 号 を 画 素 電 極 (PXL)に 供
給 す る 。 画 素 電 極 (PXL)は 、 画 素 信 号 に 応 答 し て 共 通 電 極 (図 示 し な い )と の 間 に 位 置 す る
液 晶 を 駆 動 す る こ と で 光 の 透 過 率 を 調 節 す る よ う に な る 。 こ の よ う な 液 晶 セ ル は 、 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ (TFT)を 通 し て 垂 直 方 向 に 沿 っ て 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン (DL)と 交 番 的 に 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 例 え ば 、 奇 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 、 GL３ 、 GL５ 、 ...)に 接 続 さ れ た 奇 数 番 目 の 水
平 ラ イ ン の 液 晶 セ ル は 、 左 側 に 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン (DLi)(こ こ で 、 iは 、 陽 の 正 数 )に 接
続 さ れ て 画 素 信 号 を 供 給 さ れ る 。 反 面 に 、 偶 数 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン (GL２ 、 GL４ 、 GL６ 、 .
..)に 接 続 さ れ た 偶 数 番 目 の 水 平 ラ イ ン の 液 晶 セ ル は 、 右 側 に 隣 接 す る デ ー タ ラ イ ン (DLi+
１ )に 接 続 さ れ て 画 素 信 号 を 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 (１ ８ )は 、 ゲ ー ト ・ ド ラ イ バ ー (１ ４ )及 び デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )
を 制 御 す る タ イ ミ ン グ 制 御 信 号 を 発 生 し て 、 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )に 画 素 デ ー タ 信 号
を 供 給 す る 。 タ イ ミ ン グ 制 御 部 (１ ８ )で 発 生 す る ゲ ー ト ・ タ イ ミ ン グ 制 御 信 号 と し て は 、
ゲ ー ト ・ ス タ ー ト パ ル ス (GSP)、 ゲ ー ト ・ シ フ ト ・ ク ロ ッ ク 信 号 (GSC)、 ゲ ー ト 出 力 イ ネ ー
ブ ル 信 号 (GOE)が 含 ま れ る 。 タ イ ミ ン グ 制 御 部 (１ ８ )で 発 生 す る デ ー タ ・ タ イ ミ ン グ 制 御
信 号 と し て は 、 ソ ー ス ・ ス タ ー ト パ ル ス (SSP)、 ソ ー ス ・ シ フ ト ・ ク ロ ッ ク 信 号 (SSC)、 ソ
ー ス 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 (SOE)、 極 性 制 御 信 号 (POL)等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ゲ ー ト ・ ド ラ イ バ ー (１ ４ )は 、 前 記 ゲ ー ト ・ タ イ ミ ン グ 制 御 信 号 を 利 用 し て ゲ ー ト ラ イ
ン (GL１ 乃 至 GLn)に ス キ ャ ン 信 号 を 順 次 的 に 供 給 す る 。 こ れ に よ り 、 ゲ ー ト ・ ド ラ イ バ ー (
１ ４ )は 、 そ の ス キ ャ ン 信 号 に 応 答 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)が 水 平 ラ イ ン 単 位 で 駆 動 さ
れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )は 、 入 力 さ れ た 画 素 デ ー タ を ア ナ ロ グ 画 素 信 号 に 変 換 し て ゲ
ー ト ラ イ ン (GL)に ス キ ャ ン 信 号 が 供 給 さ れ る １ 水 平 期 間 ご と に １ 水 平 ラ イ ン 分 の 画 素 信 号
を デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm+１ )に 供 給 す る 。 こ の 場 合 、 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )は 、
ガ ン マ 電 圧 発 生 部 (図 示 し な い )か ら 供 給 さ れ る ガ ン マ 電 圧 を 利 用 し て 画 素 デ ー タ を 画 素 信
号 に 変 換 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )は 、 コ ラ ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 に 画 素 信 号 を 供
給 し て 、 デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm+１ )の そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ る 画 素 信 号 が 隣 接 し た デ ー
タ ラ イ ン (DL)と は 、 相 反 し た 極 性 を 持 っ て 、 そ の 極 性 が フ レ ー ム 単 位 で 反 転 さ せ る よ う に
す る 。 す な わ ち 、 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )は 、 奇 数 デ ー タ ラ イ ン (DL１ 、 DL３ 、 ...)と
偶 数 デ ー タ ラ イ ン (DL２ 、 DL４ 、 ...)に 相 互 相 反 さ れ た 極 性 の 画 素 信 号 を 供 給 し て 、 そ の
デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm+１ )に 供 給 さ れ る 画 素 信 号 の 極 性 を フ レ ー ム 単 位 で 反 転 さ せ る
よ う に な る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 場 合 、 画 素 電 極 (PXL)が コ ラ ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 に 画 素 信 号 が 供 給 さ れ る デ ー
タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm+１ )を 基 準 に ジ グ ザ グ 型 に 配 列 さ れ る の で そ の 画 素 電 極 (PXL)を 含
む 液 晶 セ ル は 、 ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 に 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 特 に 、 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )は 、 デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm+１ )に つ れ て ジ グ ザ グ
型 に 配 列 さ れ た 画 素 電 極 (PXL)に 正 確 な 画 素 信 号 を 供 給 す る た め に 水 平 期 間 ご と に 交 番 的
に 画 素 信 号 の 出 力 チ ャ ン ネ ル を 変 更 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 具 体 的 に 、 デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm+１ )の 右 側 で 接 続 さ れ た 液 晶 セ ル (PXL)に 画 素 信
号 を 供 給 す る 場 合 に 、 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )は 、 第 １ 乃 至 第 mデ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至
DLm)に m個 の 有 效 画 素 信 号 を 、 第 m+１ デ ー タ ラ イ ン (DLm+１ )に ブ ラ ン ク 信 号 を 供 給 す る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ と は 、 異 な り 、 デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm+１ )の 左 側 で 接 続 さ れ た 液 晶 セ ル (PXL)
に 画 素 信 号 を 供 給 す る 場 合 に 、 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )は 、 m個 の 有 效 画 素 信 号 を １ チ
ャ ン ネ ル ず つ 右 側 に シ フ ト さ せ 第 ２ 乃 至 第 m+１ デ ー タ ラ イ ン (DL２ 乃 至 DLm+１ )に 供 給 し て
、 第 １ デ ー タ ラ イ ン (DL１ )に は 、 ブ ラ ン ク 信 号 を 供 給 す る よ う に な る 。 こ こ で 、 ブ ラ ン ク
信 号 は 、 定 義 さ れ な い (Don't　 care)信 号 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 Z-イ ン バ ー ジ ョ ン 液 晶 表 示 装 置 は 、 ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 に 駆 動 さ
れ る 液 晶 セ ル (PXL)で 画 質 が 向 上 さ れ て 、 デ ー タ ・ ド ラ イ バ ー (１ ６ )は 、 コ ラ ム ・ イ ン バ
ー ジ ョ ン 方 式 に 画 素 信 号 を 供 給 す る の で 、 ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 に 画 素 信 号 を 供 給
す る 場 合 よ り 消 費 電 力 を 著 し く 節 減 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 し か し 、 図 ６ に 図 示 さ れ た Z-イ ン バ ー ジ ョ ン 液 晶 表 示 装 置 で は 、 デ ー タ ラ イ ン (DL)と 左
右 側 画 素 電 極 (PXL)の 間 に 形 成 さ れ る 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp)の 間 に 容 量 偏 差 が 発 生 す る よ う
に な る 。 こ れ は 、 デ ー タ ラ イ ン (DL)と 左 右 側 画 素 電 極 (PXL)と の 間 に 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp)
が 形 成 さ れ る 面 積 が 相 違 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 例 え ば 、 デ ー タ ラ イ ン と 左 右 側 画 素 電 極 の 間 に 形 成 さ れ る 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp)は 、 図
７ に 図 示 す る よ う に 、 １ デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 左 側 画 素 電 極 (P１ ま た は 、 P３ )の 間 に 形 成
さ れ る 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ )と 、 そ の デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 右 側 画 素 電 極 (P２ ま た は
、 P４ )の 間 に 形 成 さ れ る 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp２ )で 構 成 さ れ る 。 こ こ で 、 第 １ 及 び 第
２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )は 、 そ の 形 成 面 積 が 相 違 す る の で 相 違 す る 寄 生 容 量 を 持
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 具 体 的 に 、 図 ７ に 図 示 す る よ う に 、 画 素 電 極 (P１ 、 P２ )が i番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン (GLi)に
よ っ て 駆 動 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)を 通 し て 左 側 に 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン (DLk-１ 、
DLk)と 接 続 さ れ た 液 晶 セ ル か ら な る 第 １ 水 平 ラ イ ン (HL１ )で は 、 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp
１ )が 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp２ )よ り 大 き い 寄 生 容 量 を 持 っ て い る 。 こ れ は 、 第 １ 水 平 ラ
イ ン (HL１ )か ら デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 向 い 合 う 左 側 画 素 電 極 (P１ )の 辺 の 長 さ (゜ )が 、 そ の
デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 向 い 合 う 右 側 画 素 電 極 (P２ )の 辺 の 長 さ (ケ )よ り 長 い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 す な わ ち 、 デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ )を 形 成 す る 左 側 画 素 電 極 (P
１ )の 面 積 が そ の デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp２ )を 形 成 す る 右 側 画 素 電
極 (P２ )の 面 積 よ り 大 き い か ら で あ る 。 こ れ に よ り 、 電 極 面 積 と 比 例 関 係 を 持 つ 第 １ 寄 生
キ ャ パ シ タ (Cdp１ )と 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp２ )の 間 に 容 量 偏 差 が 発 生 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 画 素 電 極 (P３ 、 P４ )が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)を 通 し て 右 側 に 隣 接 し た デ ー タ
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ラ イ ン (DLk、 DLk＋ １ )と 接 続 さ れ た 液 晶 セ ル か ら な る 第 ２ 水 平 ラ イ ン (HL２ )で は 、 第 ２ 寄
生 キ ャ パ シ タ (Cdp２ )が 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ )よ り 大 き い 寄 生 容 量 を 持 っ て い る 。 こ
れ は 、 第 ２ 水 平 ラ イ ン (HL２ )に お い て デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 向 い 合 う 右 側 画 素 電 極 (P４ )の
辺 の 長 さ (β )が 、 そ の デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 向 い 合 う 左 側 画 素 電 極 (P３ )の 辺 の 長 さ (α )よ
り 長 い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp２ )を 形 成 す る 右 側 画 素 電 極 (P
４ )の 面 積 が そ の デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ )を 形 成 す る 左 側 画 素 電
極 (P１ )の 面 積 よ り 大 き い か ら で あ る 。 こ れ に よ り 、 電 極 面 積 と 比 例 関 係 を 持 つ 第 ２ 寄 生
キ ャ パ シ タ (Cdp２ )と 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ )の 間 に 容 量 偏 差 が 発 生 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 第 １ 及 び 第 ２ キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )の 間 の 容 量 偏 差 に よ り デ ー タ ラ イ ン
(DL)の 上 の 画 素 信 号 が 歪 曲 さ れ て 、 歪 曲 さ れ た 画 素 信 号 が 画 素 電 極 (P)に 誘 起 さ れ て 充 電
さ れ る 。 こ の 結 果 、 Z-イ ン バ ー ジ ョ ン 液 晶 表 示 装 置 の 特 定 領 域 に ク ロ ス ト ー ク キ テ ス ト パ
タ ー ン を 表 示 す る 場 合 、 前 記 寄 生 容 量 偏 差 に よ る 垂 直 ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し て 画 質 が 低 下
さ れ る 問 題 が 発 生 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 デ ー タ ラ イ ン (DL)と 画 素 電 極 (P)は 、 そ れ ら 自 分 に よ り 発 生 さ れ る 寄 生 キ ャ パ シ
タ (Cdp)の 容 量 を 減 ら す た め に 所 定 の 離 隔 距 離 を 置 い て 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 デ ー タ ラ
イ ン (DL)と 画 素 電 極 (P)と の 間 で バ ッ ク ラ イ ト か ら 駆 動 さ れ な い 液 晶 を 経 由 し た 光 漏 れ が
発 生 す る よ う に な る 。 特 に 、 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )の 発 生 面 積 が 相
違 す る に よ り 、 そ れ ら を 通 す る 光 漏 れ の 量 も 相 違 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 例 え ば 、 第 １ 水 平 ラ イ ン (HL１ )で は 、 相 対 的 に 容 量 が 大 き い 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１
)を 通 す る 光 漏 れ の 量 が 相 対 的 に 大 き く て 、 第 ２ 水 平 ラ イ ン (HL２ )で は 、 相 対 的 に 容 量 が
大 き い 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp２ )を 通 す る 光 漏 れ の 量 が 相 対 的 に 大 き く 示 さ れ る よ う に
な る 。 こ の よ う に 、 水 平 ラ イ ン 単 位 で 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )に よ る
非 対 称 光 漏 れ が 発 生 す る に よ り 画 質 が 低 下 さ れ る 問 題 が 発 生 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に Z-イ ン バ ー ジ ョ ン 液 晶 表 示 装 置 で 発 生 す る 寄 生 容 量 偏 差 に よ る 垂 直 ク ロ ス ト
ー ク 及 び 非 対 称 光 漏 れ を 防 止 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 デ ー タ ラ イ ン (DLk)を 基 準 に し た
第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )の 寄 生 容 量 が 同 一 に な る よ う に 液 晶 表 示 パ ネ
ル を 設 計 す る よ う に な る 。 特 に 、 本 発 明 で は 、 画 素 電 極 (P)の 構 造 を 変 更 し て 第 １ 及 び 第
２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )が 同 一 な 寄 生 容 量 を 持 つ よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る Z-イ ン バ ー ジ ョ ン 液 晶 表 示 パ ネ ル の 一 部 分 を 示 す 図
で あ る 。 図 ８ に 図 示 さ れ た 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 ゲ ー ト ラ イ ン (GL)と デ ー タ ラ イ ン (DL)の 交
差 に よ り 定 義 さ れ る 領 域 ご と に 形 成 さ れ た 液 晶 セ ル (３ ２ )を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 液 晶 セ ル (３ ２ )の そ れ ぞ れ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)と 画 素 電 極 (P)を 含 む 。 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ (TFT)は 、 ゲ ー ト ラ イ ン (GL)か ら の ス キ ャ ン 信 号 に 応 答 し て デ ー タ ラ イ ン (DL)か
ら の 画 素 信 号 を 画 素 電 極 (P)に 供 給 す る 。 画 素 電 極 (P)は 、 供 給 さ れ た 画 素 信 号 に 応 答 し て
共 通 電 極 (図 示 し な い )と の 間 に 位 置 す る 液 晶 を 駆 動 す る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 セ
ル (３ ２ )は 、 液 晶 の 駆 動 に よ っ て 光 透 過 率 を 調 節 し て 画 像 を 示 す よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 特 に 、 ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 の た め に 液 晶 セ ル (３ ２ )は 、 垂 直 方 向 に 沿 っ て 隣 接
し た デ ー タ ラ イ ン (DLk-１ 、 DLk、 DLk+１ )と 交 番 的 に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 液 晶 表 示 パ
ネ ル は 、 左 側 に 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン (DLk-１ 、 DLk)に 接 続 さ れ た 液 晶 セ ル (３ ２ )で 構 成
さ れ る 第 １ 水 平 ラ イ ン (HL１ )と 、 右 側 に 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン (DLk、 DLk+１ )に 接 続 さ れ
た 液 晶 セ ル (３ ２ )で 構 成 さ れ る 第 ２ 水 平 ラ イ ン (HL２ )を 具 備 す る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う な 第 １ 水 平 ラ イ ン (HL１ )と 第 ２ 水 平 ラ イ ン (HL２ )は 、 ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン
駆 動 の 場 合 、 図 ８ に 図 示 さ れ た よ う に 、 １ 水 平 ラ イ ン 単 位 で 交 番 し て 配 列 さ れ る 。 こ れ と
異 な り 、 ２ ド ッ ト ま た は 、 ３ ド ッ ト 以 上 の イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 の 場 合 、 第 １ 水 平 ラ イ ン と
第 ２ 水 平 ラ イ ン は 、 ２ ま た は 、 ３ 以 上 の 水 平 ラ イ ン 単 位 で 交 番 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な デ ー タ ラ イ ン (DL)と 画 素 電 極 (P)の 間 に は 、 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp)が 存 在 す る
よ う に な る 。 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp)は 、 保 護 膜 (図 示 し な い )を 挟 む デ ー タ ラ イ ン (DL)と 左
側 の 画 素 電 極 (P)に よ っ て 形 成 さ れ た 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ )と 、 保 護 膜 (図 示 し な い )
を 挟 む そ の デ ー タ ラ イ ン (DL)と 右 側 の 画 素 電 極 (P)に よ っ て 形 成 さ れ た 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ
タ (Cdp２ )を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )と の 間 の 容 量 偏 差 を 防 止 す る た め
に 、 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )は 、 同 一 な 容 量 を 持 つ よ う に 形 成 さ れ る
。 こ の た め に 、 相 対 的 に 容 量 が 大 き い 寄 生 キ ャ パ シ タ を 形 成 す る 画 素 電 極 (P)が デ ー タ ラ
イ ン (DL)に 隣 接 し た 一 側 部 に 溝 (３ ４ )を 具 備 す る に よ り 、 そ の 寄 生 キ ャ パ シ タ の 容 量 が 減
っ て な る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 例 え ば 、 図 ８ に 図 示 す る よ う に 、 第 １ 水 平 ラ イ ン (HL１ )に お い て 、 デ ー タ ラ イ ン (DLk)
と 相 対 的 に 容 量 が 大 き い 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ )を 形 成 す る 左 側 画 素 電 極 (P１ )が そ の
デ ー タ ラ イ ン (DLk)に 隣 接 し た 一 側 部 に 溝 (３ ４ )を 具 備 す る よ う に す る 。 こ れ に よ り 、 デ
ー タ ラ イ ン (DLk)と 左 側 画 素 電 極 (P１ )と の 間 の 第 １ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ )の 容 量 が 減 る
よ う に な り 、 そ の デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 右 側 画 素 電 極 (P２ )と の 間 の 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (C
dp２ )と の 容 量 偏 差 が 減 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 結 果 、 第 １ 水 平 ラ イ ン (HL１ )で は 、 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )と
の 間 の 容 量 偏 差 が 最 小 化 で き る よ う に な る 。 こ こ で 、 デ ー タ ラ イ ン (DLk)の 左 側 画 素 電 極 (
P１ )に 形 成 さ れ る 溝 (３ ４ )の 位 置 は 、 図 ８ に 図 示 す る よ う に 、 そ の デ ー タ ラ イ ン (DLk)に
隣 接 し た 一 側 部 の 上 部 ま た は 、 下 部 等 、 そ の 一 側 部 の ど の 地 点 で あ っ て も 関 係 な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 図 ８ に 図 示 す る よ う に 、 第 ２ 水 平 ラ イ ン (HL２ )に お い て 、 デ ー タ ラ イ ン (DLk)と
相 対 的 に 容 量 が 大 き い 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp２ )を 形 成 す る 右 側 画 素 電 極 (P４ )が そ の デ
ー タ ラ イ ン (DLk)に 隣 接 し た 一 側 部 に 溝 (３ ４ )を 具 備 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 右 側 画 素 電 極 (P４ )と の 間 の 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp
２ )の 容 量 が 減 る よ う に な り 、 そ の デ ー タ ラ イ ン (DLk)と 左 側 画 素 電 極 (P３ )と の 間 の 第 １
寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ )と の 容 量 偏 差 が 減 る よ う に な る 。 こ の 結 果 、 第 ２ 水 平 ラ イ ン (HL２
)で も 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cd１ 、 Cdp２ )の 間 の 容 量 偏 差 を 最 小 化 で き る よ う に な
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で 、 デ ー タ ラ イ ン (DLk)の 左 側 画 素 電 極 (P１ )に 形 成 さ れ る 溝 (３ ４ )の 位 置 は 、 図 ８
に 図 示 す る よ う に 、 そ の デ ー タ ラ イ ン (DLk)に 隣 接 し た 一 側 部 の 上 部 ま た は 、 下 部 等 、 そ
の 一 側 部 の ど の 地 点 で あ っ て も 関 係 な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に 係 る Z-イ ン バ ー ジ ョ ン 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 デ ー タ ラ イ ン (DL)と 相
対 的 に 大 き い 容 量 の 寄 生 キ ャ パ シ タ を 形 成 す る 画 素 電 極 の 面 積 を 減 少 さ せ る よ う に な る 。
こ れ に よ り 、 デ ー タ ラ イ ン (DL)と 左 右 側 画 素 電 極 (P)と の 間 に 形 成 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ 寄
生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )と の 間 の 容 量 偏 差 を 最 小 化 す る こ と が で き る よ う に な る 。 こ
れ に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )と の 間 の 容 量 偏 差 に よ る 垂 直 ク ロ
ス ト ー ク 現 象 と と も に 非 対 称 光 漏 れ を 防 止 し て 画 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 消 費 電 力 減 少 の た め に 液 晶 セ ル が デ ー タ ラ イ ン に 沿 っ て ジ グ ザ グ 型 に
配 列 さ れ た 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 画 素 電 極 に 溝 を 形 成 し て デ ー タ ラ イ ン と 左 右
側 画 素 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )と の 間 の 容 量
偏 差 を 最 小 化 で き る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 第 １ 及 び
第 ２ 寄 生 キ ャ パ シ タ (Cdp１ 、 Cdp２ )と の 間 の 容 量 偏 差 に よ る 垂 直 ク ロ ス ト ー ク 現 象 と と も
に 非 対 称 光 漏 れ を 最 小 化 し て 画 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 説 明 し た 内 容 を 通 し て 当 業 者 で あ れ ば 本 発 明 の 技 術 思 想 を 一 脱 し な い 範 囲 内 で 多 様
な 変 更 及 び 修 正 が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 液 晶 表 示 装 置 の フ レ ー ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 液 晶 表 示 装 置 の フ レ ー ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 液 晶 表 示 装 置 の ラ イ ン ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 液 晶 表 示 装 置 の ラ イ ン ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 液 晶 表 示 装 置 の コ ラ ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 液 晶 表 示 装 置 の コ ラ ム ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 液 晶 表 示 装 置 の ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 液 晶 表 示 装 置 の ド ッ ト ・ イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 わ る 液 晶 表 示 装 置 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 図 示 さ れ た 液 晶 表 示 パ ネ ル で の ク ロ ス ト ー ク の 発 生 原 因 を 説 明 す る た め の
図 面 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 一 部 分 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ２ 、 １ ２ ： 　 液 晶 表 示 パ ネ ル 、 ４ 、 １ ４ ： ゲ ー ト ・ ド ラ イ バ ー 、 ６ 、 １ ６ ： 　 デ ー タ ・
ド ラ イ バ ー 、 ８ 、 １ ８ ： 　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 、 TFT： 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 ３ ２ ： 液 晶 セ ル
、 ３ ４ ： 溝 。
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